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本論文は、子守歌詞章の地理的特徴について考察したものである。子守歌の詞章は、子供をあや
したり、甘やかしたり、脅したりするといった表現から構成されるが、それらの表現には地域的な
違いが観察される。まず、それらの表現によって組み立てられる構造の面に地域差が現れる。また、
それらの表現を組み立てる要素の面にも地域差が現れる。本論文はこれらの視点から全国の子守歌
詞章を分析し、地理的な特徴を把握する。さらに、それらの特徴には、寝かせつけに関する実際の
言語行動の地域差が反映しているのではないかと推定する。 
本論文は８章から構成される。まず、第１章「本研究の立場と目的」では、子守歌詞章という従
来、方言学が扱わなかった言語資料の性格を吟味し、その地理的傾向を把握するという目的を述べ
る。次に、第２章「分析の方法」では、「表現類型」という単位を設定しつつ計量的な手法を用いる
ことで、子守歌詞章の構造や要素について考察するという分析方法を提示する。 
以下、第３章から第７章までは具体的な分析内容にあたるものである。表現類型として設定され
た「あやし表現」「脅し表現」「甘やかし表現」「けなし表現」「ほめ表現」「口説き表現」「語り表現」
についての論が展開される。 
第３章では「あやし表現」を取り上げる。あやし表現は子守歌詞章の潤滑油的な存在であり、特
にリズムを重視してその機能を果たす表現が、東西の周辺部に見られることなどを述べる。第４章
では「脅し表現」と「甘やかし表現」を取り上げる。この２つの表現類型はペアとなるものである
が、両者の現れ方を見ると、脅し表現の多い東日本と甘やかし表現の多い西日本という東西差が観
察されることなどを述べる。第５章では「けなし表現」と「ほめ表現」を取り上げる。これらは子
供の評価に関わる表現類型であるが、そうした評価を暗示的に表すタイプが日本の中央部に、明示
的に表すタイプが周辺部に多いことなどを述べる。第６章では「口説き表現」を取り上げる。子守
の心情を歌うこの表現類型は、東日本での出現割合が高く西日本では低いという東西差を示すこと
などを述べる。第７章では「語り表現」を取り上げる。語り表現は寝かせつけという行為から離れ
た物語的な内容をもつものであるが、その多様性は西日本に顕著であるということなどを述べる。 
 最後に、第８章で「結論」をまとめ、第９章で「今後の課題」について述べる。 
以上、本論文は、従来、方言学の対象とされてこなかった子守歌詞章が、地理的研究の貴重な資
料となることを示すと同時に、東西対立や周圏的対応など一定の地理的特徴を見せることを明らか
にした。この成果は、方言学の新しい分野を切り開くものとして高く評価できる。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
